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    【役員紹介】 

    役職名    氏 名    住所地                  出身地 

    会  長  桑山  貢  東京都品川区東品川 3-3-3-402         西町 

    副 会 長  鮫嶋 純則  東京都目黒区青葉台 2-21-9          立山 

    副 会 長  長野  靖  東京都町田市小山町 2536            住吉 

    副 会 長  福山久美子  東京都荒川区西尾久 4-25-2-801         東町 

    会計・幹事 園田  東  茨城県水戸市千波町 1837-1           現和 

          松下 佳正  神奈川県横浜市都筑区加賀原 1-24-14-301    西町 

    監査    橋口 政治  千葉県市川市新田 2-14-14           野首 

事務局長  竹之内康一  埼玉県八潮市八潮 2-24-13           竹鶴 

 

会
報
発
刊
に
あ
た
り 

 
 
 
 
 
 
 

会
長 

桑
山 

貢 

 
関
東
種
子
島
会
会
員
の
皆
様
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
事
と
思
い
ま
す
。
関
東
種

子
島
会
も
毎
年
百
三
十
名
以
上
の
出
席
者
と
な
り
、
益
々
盛
会
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
会
員
の
皆
様
方
の
協
力
の
賜
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
、
種
子
島
会

会
報
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
発
行
が
、
会
員
相
互
の
親
睦
・
情
報

交
換
等
に
役
立
て
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
会
員
の
増
加
・
ふ
る
さ
と
種

子
島
と
の
交
流
が
よ
り
深
ま
り
、
ふ
る
さ
と
創
生
に
大
い
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
・
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
、
関
東
種
子
島
会
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 

機
関
紙
発
行
に
よ
せ
て 

 
 
 

西
之
表
市
長 

長
野 

力 

春
光
う
ら
ら
か
な
中
、
舞
い
散
る
桜
の
酔
い
も
束
の
間
に
過
ぎ
、
も
う
葉
桜
の
候
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

関
東
種
子
島
会
の
皆
様
方
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様

方
に
は
、
日
頃
よ
り
、
遠
く
に
あ
り
て
も
ふ
る
さ
と
種
子
島
に
い
つ
も
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
き
、

様
々
な
形
で
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
、
待
望

の
機
関
紙
が
発
行
さ
れ
る
と
お
聞
き
し
、
大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
皆

様
方
の
情
報
の
共
有
が
行
わ
れ
、
更
な
る
組
織
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
さ
て
、
今
年
は
、
５
月
の
総
会
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
皆
様
に
お
会
い
で
き
ま
す
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
10
月
に
は
、
例
年
ど
お
り
、
種
子
島
ふ
る
さ
と
交
流
大
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
お
越
し
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
関
東
種
子
島
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念

し
、
発
行
に
寄
せ
て
の
お
祝
い
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

ふ
る
さ
と
を
想
う 

 

故
郷
を
離
れ
て
早
や
40
数
年
が
た
ち

ま
し
た
が
、
心
は
種
子
島
に
置
い
て
き

た
様
に
、
い
つ
も
忘
れ
る
事
無
く
、
こ

よ
な
く
慈
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

島
の
発
展
と
幸
せ
を
祈
り
な
が
ら

も
、
何
も
出
来
な
い
ま
ま
、
今
日
ま
で

過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
事
を
不
甲
斐

な
く
思
い
ま
す
。 

 

６
人
兄
弟
の
末
っ
子
の
私
だ
け
が
故

郷
を
離
れ
、
５
人
は
家
業
等
で
島
に
残

っ
て
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
は
跡
取
り
に
も
恵
ま
れ
て
、
世
代

交
代
が
で
き
嬉
し
い
限
り
で
す
。
１
年

に
一
度
は
必
ず
里
帰
り
を
し
て
、
１
か

月
近
く
美
し
い
海
と
自
然
を
満
喫
し
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思

い
な
が
ら
島
を
後
に
し
ま
す
。 

種
子
島
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
、

い
つ
も
誇
り
に
思
い
、
糧
に
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
故
郷
に
い
る
家
族
・
友
人

か
ら
、
い
つ
も
温
か
く
迎
え
て
も
ら
え

る
事
を
心
よ
り
感
謝
し
、
島
の
発
展
を

祈
り
つ
つ
ペ
ン
を
置
き
ま
す
。 

副
会
長 

福
山
久
美
子 

(

旧
牛
島) 



          種子島連 
         

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

          短歌結社「水鶏
く ひ な

会」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

会
員
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す 短歌のサークル 

踊りのサークル 

 

関
東
で
20
年
以
上
続
い
て
い
る

種
子
島
出
身
者
の
短
歌
結
社
が
あ

る
。
種
子
島
の
歌
人
故
鮫
島
宗
美
（
長

谷
草
夢
）
の
教
え
子
た
ち
の
集
ま
り

で
、
年
間
4
回
例
会
を
持
ち
、
そ
の

作
品
と
故
郷
の
風
景
写
真
や
詩
・
小

論
な
ど
で
ま
と
め
た
会
報
（
季
報
）

「
く
ひ
な
」
を
出
し
て
い
る
。
会
長

は
国
学
院
大
卒
で
「
水
甕
」
の
同
人
、

上
尾
市
短
歌
会
主
幹
の
鮫
島
秀
敏
、

編
集
は
草
夢
の
長
男
鮫
島
穣
で
あ

る
。
会
員
数
は
寄
稿
者
を
含
め
20
名

程
度
で
あ
る
が
、
例
会
参
加
者
は
10

名
弱
、
会
の
名
称
は
草
夢
の
歌
集
「
水

鶏
」
に
由
来
す
る
が
、
流
派
や
所
属
、

歌
歴
、
経
験
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
自

由
に
作
品
を
出
し
合
い
、
焼
酎
を
飲

み
な
が
ら
歌
を
楽
し
み
故
郷
談
義
に

花
を
咲
か
せ
る
。
費
用
は
食
事
代
の

み
。 

最
近
の
「
く
ひ
な
」
の
中
か

ら
、
故
郷
を
詠
ん
だ
作
品
を
紹
介
し

て
、
参
加
者
を
募
る
呼
び
か
け
と
し

た
い
。 

 

興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
（
上
妻

茂
香
電
話0

4
8

/4
8

7
/1

2
9
8

）
ま
で 

 
新
緑
の
奥
処

お

く

ど

に
し
づ
も
る
豊
満
の
池
は
千
古
の
水
た
た
へ
た
り 羽

生
幸
一 

身
を
つ
つ
む
潮
騒
の
音
黒
き
海
あ
ふ
る
る
想
ひ
ふ
る
さ
と
の
満
月

つ

き 

斉
藤
登
美
子 

浜
木
綿

 

の
芯
の
揺
る
揺
れ
匂
ひ
立
つ
わ
が
ふ
る
さ
と
や
こ
の
香
著
く 

久
保
田
清
萌(

徳
永
生
萌
の
長
女) 

わ
が
故
郷

さ

と

の
歴
史
を
編
ま
む
と
決
め
し
よ
り
残
る
い
の
ち
の
燃
え
始
め

に
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

坂
中
睦
男 

時
間

と

き

を
か
け
島
の
「
甘
露
」
に
浸
り
ゆ
く
己
が
脳

な
づ
き

の
愛
し
か
り
け
り 

鮫
島 

穣 

す
ば
と
う
な
今
宵

 

は
皆
既
月
食
ぞ
妻
よ
出
て
見
よ
い
ふ
こ
と
を
き
け 

鮫
島
秀
敏 

ふ
る
さ
と
の
上
空

 

を
飛
ぶ
機
内
よ
り
ミ
ニ
カ
ー
ほ
ど
の
家
並
確
か
む 

小
田
京
子 

島
言
葉
聞
か
ん
と
訪
ね

 

し
ひ
と
す
で
に
逝
き
て
狭
庭
に
野
良
猫
三
匹 

種
子
島
原
人 

焼
酎
ど
こ
ろ
わ
れ
に
送
る

 

と
歩
き
け
む
薩
摩
黒
麹
病
ひ
持
つ
友 上

妻
茂
香    

昨
年
、
渋
谷
の
お
は
ら
祭
に
て
『
種
子
島
連
』

は
第
17
回
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
は
『
関
東
中
種
子
会
』
が
、
会
員 

の
親
睦
と
種
子
島
PR
を
目
的
と
し
て
第
３
回
か

ら
出
場
し
て
い
た
歴
史
が
あ
っ
て
の
事
で
す
。 

中
種
子
が
種
子
島
と
認
識
さ
れ
に
く
い
事
や
、

会
員
の
高
齢
化
な
ど
が
あ
り
、
種
子
島
を
も
っ
と

PR
し
よ
う
！
一
緒
に
盛
り
上
げ
よ
う
！
と
南
種

子
・
西
之
表
出
身
者
に
声
を
か
け
た
こ
と
に
よ

り
、
参
加
人
数
が
増
ま
し
た
。 

ま
た
、
名
称
も
種
子
島
連
と
改
め
ま
し
た
。 

皆
が
『
グ
ラ
ン
プ
リ
を
狙
お
う
』
と
熱
心
に
練 

習
に
取
り
組
み
結
果
を
出
す
事
が
出
来
ま
し
た
。 

練
習
も
練
習
後
の
親
睦
会
も
種
子
島
弁
が
飛
び

交
う
楽
し
い
場
景
で
す
。 

躍
り
手
と
し
て
参
加 

し
て
み
た
い
、
躍
り 

は
で
き
な
い
け
ど
裏 

方
だ
っ
た
ら
OK
と
思 

わ
れ
る
方
が
い
ら
っ 

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、 

ご
一
緒
に
い
か
が
で 

す
か
？ 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皆
で
行
う
練
習 

http://blogs.yahoo.co.jp/oharatanegashima/GALLERY/show_image.html?id=70303758&no=1


河口 洋一郎 教授 紫綬褒章を受章 
 

 

このたび、河口洋一郎教授が 2013 年春の紫

綬褒章を受章しました。河口先生は米国のＣＧ

国際学会 ACM -SIGGRAPH 等を中心に、日本を代

表するコンピュータ・グラフィックス・アート

の先駆者として世界的に活躍してこられまし

た。 

先生が独自の手法として編み出された

「グロースモデル」は自然界の動植物の

形の成長や進化のアルゴリズムから導き

出された新たな造形方法として海外でも

高く評価されました。プログラミングで

自己増殖しながら形が複雑に成長してい

くグロースモデルの芸術表現は自己組織

化するアートとしての新たな概念を世界

に提唱しました。アート作品の生成手法

のアルゴリズムに、螺旋の揺らぎを導入

し、再帰的自己相似の原理を応用して、

生々しく有機的な極彩色の造形世界を描

いて世界を驚かせました。その成果は、

ACM-SIGGRAPH 2010 Distinguished 

Artist Award for Lifetime Achievement 

in Digital Art として世界で三人目の栄

誉ある受賞者となりました。 

「グロースモデル」による数々の CG 映像

作品は、ユーログラフィックス'84 最優秀芸術

家賞、フランス・ヌーベルイマージュ展`87 グ

ランプリ、パリグラフ '87 グランプリ、Image du 

Futur'87グランプリ、Image du Futur'88グランプリ、

モナコ・イマジナ展 91 グランプリ、ユーログラフィ

ックス 1位、他にも国際展での多数の受賞があります。

また先生の作品は現代美術のオリンピックともいえ

るベネチアビエンナーレ'95 の日本館の代表作家の一

人に選ばれました。 

またわが国の最先端映像表現の可能性を高め

るために、世界に先駆けてハイビジョン動画作

品「フローラ」をアート作品として初めて米国

の国際学会で発表し、スイスの国際エレクトロ

ニックシネマ祭で第一位を受賞しました。先生

は、８K超高精細スーパーハイビジョンの圧倒

的に繊細で臨場感豊かな映像作品[Icebergy」な

ど 2005 年の早くから手がけています。また先

生の８K スーパーハイビジョン版の映像作品

「Growth:Mysterius Garaxy」は、ドーム型の

全天周プラネタリウム映像に応用され、



2013 年 8 月 2 日の祝賀会に参加した関東種子島会 

       種子島西之表大崎出身   種子島高等学校 昭和 45 年卒業 

ASIAGRAPH'2013 ハワイ島大会で迫真の臨場

感映像として発表され観客を魅了しました。 

特に平成 24 年度の伝統芸能とのコラボレー

ションや"GROWTH：Tendril"について

の展示、国内外での講演、近年の５億年

後の人工生命体による宇宙芸術の可能

性へと及んだ、一連の造形に対する論理

的思考に裏打ちされた、顕著な芸術・教

育活動の業績に対して、というものであ

る。 

近年は、国際宇宙ステーションで古川宇

宙飛行士により抹茶をたてる実験を代

表提案して実現したり、薩摩焼の第１５

代沈壽官など日本の伝統工芸の世界と

共同制作を行ったりと、さらに創作活動

の幅を広く展開している。また、鹿児島

の霧島アートの森の館長も務め、日本の

価値ある伝統芸能を有効活用して、芸術

文化をより一層盛り上げる活動も行っ

ている。 

深海宇宙への探検は、種子島で育った幼

少の頃からの夢であり、今もなおその夢を実現

すべく研究を続けている。未知の惑星旅行へ連

れて行く新たな芸術生命体の仲間を創造する

にはどうしたら良いのだろう。海中のサンゴ礁

やウツボなど子どものころよく見た生物や風

景が、創作の原動力になっている。新たな芸術

生命体を考える根源的なアイデアを地球の自

然、生物の進化に求めた。悠久の時間の流れの

中での、生物の独自に進化を遂げた形や色、動

きの繊細で奇抜な魅力をどう芸術的に形象化

できるのかを考えた。5 億年以上前のカンブリ

ア紀から現在に至る、地球の生命進化をたどっ

てみた。そこから未来の芸術生命体の進化を考

えた。種子島から打ち上げられるロケットも、

宇宙への夢へとより一層かきたてる。 

これまでの研究領域であるＣＧの世界のみな

らず、現実の世界で実現するために立体造形化

し、さらにこれらの立体造形をロボットにして、

時間と空間を乗り越え、遥かなる深海や宇宙へ

連れて行きたい願望がある。そのための、創作

に対するあくなき挑戦を続けていきたい。惑星

や銀河、ザ・ユニバースの盛衰、ダークマター

も含めて、いつか一緒にサバイバルをしていき

たいものである。 

春の芸術選奨文部科学大臣賞に続いてのダブ

ル受賞となりました。 



今
年
の
故
郷
の
イ
ベ
ン
ト
情
報(

予
定) 

2015 年の種子島の主な行事予定  (4 月調査) 

2015 年に西之表市で行われる文化・無形民俗文化財関連イベント (4 月調査) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5
月
26
日(

火)  

浦
田
海
水
浴
場
海
開
き 

7
月
1
日(
水)  

熊
野
海
水
浴
場
海
開
き 

 
 
 
 
 

 

浜
田
海
水
浴
場
海
開
き 

7
月
18
日(

土)  
第
17
回
種
子
島
サ
ン
セ
ッ
ト
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン 

7
月
中
旬
～
8
月
下
旬 

種
子
島
観
光
周
遊
バ
ス
運
行 

7
月
26
日(

日)  

第
9
回T

A
N

E
G

A
S

H
IM

A
 C

U
P

(

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス) 

8
月
8
日(

土)  

第
47
回
よ
い
ら
～
い
き
祭
り 

8
月
9
日(

日)  

第
37
回
ロ
ケ
ッ
ト
祭
り 

8
月
中
旬 

 
 

ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ 

8
月
22
日(

土)  

大
型
客
船
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・ 

ビ
ー
ナ
ス
島
間
港
寄
港 

8
月
23
日(

日)  

第
46
回
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り 

9
月
中
旬 

 
 

第
16
回
鉄
砲
伝
来
記
念
式
典 

10
月
3
日(

土)  

ふ
る
さ
と
交
流
会 

10
月
中
旬 

 
 

堺
祭
り 

10
月
31
日(

土)

～ 

国
民
文
化
祭 

開
会
式 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

10
月
31
日(

土)

～
11
月
15
日(

火)  

国
民
文
化
祭 

「
黒
潮
が
育
ん
だ
古
代
文
化
と
宇
宙
芸
術
展
」 

10
月
31
日(

土)

～
11
月
3
日(

火)  

国
民
文
化
祭 

「
華
道
の
祭
典
in
種
子
島
」 

10
月
31
日(

土)

～
11
月
5
日(

木)  
 

国
民
文
化
祭 

「
CG
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

11
月
上
旬 
 
 

ふ
る
さ
と
ま
つ
り 

11
月
2
日(

月)  

国
民
文
化
祭 

「
種
子
島 

歌
い
継
が
れ
た
民
謡
と
踊
り
の
祭
典
」 

11
月
7
日(

土)  

農
林
漁
業
祭 

11
月
8
日(

日)  

国
民
文
化
祭
「
黒
潮
文
化
交
流
の
祭
典
」 

 

7
月
中
旬
（
日
） 

鹿
児
島
県
指
定
文
化
財
「
横
山
盆
踊
り
」 

上
西
横
山
神
社 

8
月
下
旬
（
日
）
※
鉄
砲
ま
つ
り 

西
之
表
市
指
定
文
化
財
「
太
鼓
山
」
市
街
地
（
八
坂
神
社
～
王
之
山
神
社
） 

９
月
下
旬
（
日
） 

西
之
表
市
指
定
文
化
財
「
古
田
棒
踊
り
」 

古
田
校
区ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

（
校
区
運
動
会
） 

10
月
中
旬
（
土
・
日
）

鹿
児
島
県
指
定
文
化
財
「
種
子
島
大
踊
り
」
現
和
風
本
神
社
（
土
曜
） 

現
和
武
部
公
民
館
（
日
曜
） 

10
月
中
旬
（
土
・
日
）

西
之
表
市
指
定
文
化
財
「
ヨ
ン
シ
ー
踊
り
」
現
和
風
本
神
社
（
土
曜
） 

現
和
庄
司
浦
研
修
施
設
（
日
曜
） 

10
月
中
旬
（
日
） 

鹿
児
島
県
指
定
文
化
財
「
古
田
の
獅
子
舞
」
古
田
豊
受
神
社 

10
月
中
旬
（
日
） 

西
之
表
市
指
定
文
化
財
「
古
田
棒
踊
り
」 

古
田
豊
受
神
社 

10
月
中
旬
（
日
） 

 

西
之
表
市
指
定
文
化
財
「
安
納
棒
踊
り
」 

安
納
神
社
（
中
旬
） 

 
 

 

下
旬
（
日
） 

西
之
表
市
指
定
文
化
財
「
安
納
棒
踊
り
」 

軍
場
大
山
神
社
（
下
旬
） 

10
月
下
旬 

鹿
児
島
県
指
定
文
化
財
「
深
川
め
ん
踊
り
」
住
吉
深
川
神
社 

10
月
下
旬
（
日
） 

西
之
表
市
指
定
文
化
財
「
花
踊
り
」 

 
 

国
上
寺
之
門
神
社 

10
月
31
日
（
土
） 

第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５ 

「
開
会
式
・ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

」
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
：
日
ポ
み
な
と
公
園 

（
高
速
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
裏
） 

第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５
「
熊
毛
地
区
広
域
文
化
祭
」 

日
ポ
み
な
と
公
園(

高
速
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
裏) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５
「
華
道
の
祭
典
in
種
子
島
」 

 

西
之
表
市
民
体
育
館
・
市
街
地
商
店
街
各
店
舗 

※
11
月
3
日
（
火
）
ま
で
開
催 

11
月
8
日
（
日
） 

第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５
「
黒
潮
文
化
交
流
の
祭
典
」 

 
 

 

日
ポ
み
な
と
公
園 

1
月
11
日(

月) 
鹿
児
島
県
指
定
文
化
財
「
大
的
始
式
」 

 

栖
林
神
社
弓
場 

3
月
下
旬
（
日
） 

西
之
表
市
指
定
文
化
財
「
花
踊
り
」 

 
 

国
上
寺
之
門
公
民
館 

 

※
あ
く
ま
で
も
予
定
で
あ
り
、
変
更
及
び
中
止
の
場
合
も
あ
り
ま
す 

 

行
く
場
合
は
、
観
光
協
会
か
市
役
所
等
で
確
認
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 



 
5
月
6
日
～
5
月
12
日 

[

場
所
・
名
称]  

三
越
千
葉
店 

九
州
展 

 
 

[

出
展
事
業
者]  

池
浪
刃
物
製
作
所 

5
月
16
日
～
17
日 

[

場
所
・
名
称]  

渋
谷
お
は
ら
祭
り 

 
 

[

出
展
事
業
者]  

日
昇
製
糖 

5
月
18
日
～
24
日 

[

場
所
・
名
称]  

セ
レ
オ
八
王
子 
九
州
展 

 
 

[

出
展
事
業
者]

 

み
つ
わ
蒲
鉾
店 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

珊
瑚
礁(

種
の
さ
か
な
工
房) 

5
月
20
日
～
26
日 

[

場
所
・
名
称]  

丸
広
百
貨
店
川
越
店 

九
州
展 

[

出
展
事
業
者]  

み
つ
わ
蒲
鉾
店 

5
月
27
日
～
6
月
2
日 

[

場
所
・
名
称]  

伊
勢
丹
浦
和
店 

鹿
児
島
フ
ェ
ア 

 
 

[

出
展
事
業
者]  

み
つ
わ
蒲
鉾
店 

6
月
4
日
～
6
月
10
日 

[

場
所
・
名
称] 

東
武
百
貨
店
船
橋
店 

鹿
児
島
物
産
店 

 
 

[

出
展
事
業
者]  

福
元
陶
苑 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

池
浪
刃
物
製
作
所 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

み
つ
わ
蒲
鉾
店 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

日
昇
製
糖 

6
月
4
日
～
6
月
10
日 

[

場
所
・
名
称] 

 

水
戸
京
成
百
貨
店 

鹿
児
島
物
産
店 

 
 

[

出
展
事
業
者]  

池
浪
刃
物
製
作
所 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

み
つ
わ
蒲
鉾
店 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

日
昇
製
糖 

  

9
月
中
旬 

[

場
所
・
名
称]  

東
急
百
貨
店
渋
谷
店 

九
州
展 

 
 

[

出
展
事
業
者]  

池
浪
刃
物
製
作
所 

平
成
28
年
2
月
下
旬 

[

場
所
・
名
称] 

 

東
武
百
貨
店
池
袋
店 

大
鹿
児
島
展 

 
 

[

出
展
事
業
者]  

福
元
陶
苑 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

池
浪
刃
物
製
作
所 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

み
つ
わ
蒲
鉾
店 

 
 

日
昇
製
糖 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

ブ
ン
カ
ド
ウ 

 

陶
染
工
房
美
ほ
う
庵 

        

ブ
ン
カ
ド
ウ 

 
池
浪
刃
物
製
作
所 

 

陶
染
工
房
美
ほ
う
庵 

        

み
つ
わ
蒲
鉾 

 
 
 

日
昇
製
糖 

 
 

 
 

福
元
陶
苑 

                             

種
子
島
の
お
店
が
あ
な
た
の
街
に
や
っ
て
く
る 

今年は戦後７０年 種子島に残る太平洋戦争の史跡 
今も旧日本軍の史跡が克明に残っています。帰郷の際に、ふるさとの歴史を振り返る一助にしては如何でしょうか。   

↓「大和夕暉が丘平和の塔」西之表港の真西に戦艦大和が     連合軍上陸に抗する 

沈んでいます。           前之浜海岸の銃座の跡 → 

                                住吉の防空壕群跡 (右下) 

 

↓増田の海軍飛行場施設跡 

 

  

 

↑連合軍の目前の上陸占領に備えた 

全島民の招集地「古田の鍋割」 



「
関
東
種
子
島
会
」
発
足
の
経
過 

 

西
之
表
市
を
出
身
地
と
す
る
関
東
の
郷
土
組
織
は
、
種
子

島
高
校
の
同
窓
生
が
構
成
す
る
「
黒
潮
会
」
、
種
子
島
実
業
高

校
の
同
窓
生
が
構
成
す
る
「
種
子
実
同
窓
会
」
、
「
島
睦
会
」
、

「
現
和
会
」
、
「
草
加
市
種
子
島
会
」
、
「
南
洲
会
」
な
ど
い
く

つ
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
西
之
表
市
を
同
郷
と
す
る

組
織
を
束
ね
て
、「
関
東
た
ね
が
し
ま
会(

案)

」
を
組
織
し
よ

う
と
す
る
動
き
が
活
発
と
な
り
、
平
成
6
年
3
月
13
日
に
、

左
記
の
内
容
で
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

日
時 

平
成
6
年
3
月
13
日 

協
議
会 
午
後
1
時
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

懇
親
会 

午
後
3
時
よ
り 

会
場 

日
本
都
市
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
2-

4-

1 

電
話
0

3(

3

2

6

5)

8

2

1

1 

議
題 

1 

組
織
作
り
に
つ
い
て 

 
 
 

2 

会
則
に
つ
い
て 

 
 
 

3 

会
費
に
つ
い
て 

 
 
 

4 

発
会
式
兼
第
1
回
総
会
に
つ
い
て 

 
 
 
 

 
 

日
時
、
会
場
、
招
待
人
選
そ
の
他 

 
 
 

5 

そ
の
他 

出
席
者 

 
 
 
 
 
 

発
起
人 

 

そ
の
他
の
参
加
者 

 

 
 

黒
潮
会 

 
 
 
 

安
藤 

勝
男 

 
 

種
子
実
同
窓
会 
 

田
上 

正
一 

 

小
川 

秋
夫 

 

島
睦
会 

 
 
 
 

池
浪 

清
隆 

 

榎
本 

昌 

 
 

現
和
会 
 
 
 
 

木
原 

生
郎 

下
園 

重
則 

草
加
市
種
子
島
会 

竹
之
内 

康
一 

林
家 

種
平 

 
 

南
洲
会 

 
 
 
 

渡
辺
真
三
郎 

 

西
之
表
市
側
の
出
席
者
名 

 
 

市
議
会
地
域
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
尾
野 

葉
男 

 
 

総
務
課
長 

 
 
 

楢
原 

行
信 

 
 

企
画
課
長 

 
 
 

下
村 

道
雄 

 
 

企
画
開
発
係
長 

 

阿
世
知 

猛
雄 

 
 

企
画
開
発
係 

 
 

河
本 

幸
男 

 

協
議
会
に
お
い
て
、
組
織
・
名
称
・
会
費
・
規
約
等
の
議

論
を
深
め
、
そ
の
議
論
を
も
と
に
各
組
織
で
も
議
論
を
重
ね
、

第
1
回
「
関
東
種
子
島
会
総
会
」
を
平
成
9
年
に
開
催
し
て

左
記
の
と
お
り
規
約
を
決
定
し
て
、
新
組
織
「
関
東
種
子
島

会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

関
東
種
子
島
会
会
則 

第
一
章 

総
則 

名
称
及
び
目
的 

第
1
条 

本
会
は
「
関
東
種
子
島
会
」
と
称
し
、
会
員
相
互

の
連
携
を
密
に
し
、
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
出
郷

者
と
郷
土
種
子
島
へ
の
架
け
橋
と
な
り
、
故
郷
の

発
展
と
社
会
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

第
2
条 

本
会
の
本
部
は
会
長
宅
に
置
く
。 

事
務
局
は
事
務
局
長
宅
に
置
く
。 

 

第
二
章 

 

第
3
条 

本
会
の
会
員
は
次
の
通
り
と
す
る
。 

1 

正
会
員 

種
子
島
出
身
者
で
関
東
地
区(

北
海

道
を
含
む)

に
在
住
す
る
者
。 

2 

特
別
会
員 

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
協
力
す

る
者
。 

 

第
三
章 

第
4
条 

本
会
は
第
1
条
の
目
的
に
沿
い
、
次
の
活
動
を
行

う
。 

1 

会
員
名
簿
及
び
会
報
の
作
成
配
布
。 

2 

ふ
る
さ
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
へ
の
協
力
。 

3 

講
演
会
・
座
談
会
・
懇
談
会
。 

4 

ゴ
ル
フ
・
そ
の
他
の
趣
味
・
娯
楽
を
共
に
楽

し
む
。 

5 

そ
の
他 

 

第
四
章 

第
5
条 

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。 

1 

会
長 

2 

名
誉
会
長 

3 

副
会
長 

4 

幹
事 

5 

会
計 

 
 
 
 
  

6 

会
計
監
査 

7 

事
務
局
長 

第
6
条 

会
長
、
副
会
長
、
会
計
及
び
会
計
監
査
は
、
正
会 

員
の
中
か
ら
総
会
に
お
い
て
選
出
す
る
。 

事
務
局
長
及
び
幹
事
は
会
長
が
委
嘱
す
る
。 

第
7
条 

顧
問
及
び
相
談
役
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。 

第
8
条 

1 

会
長
は
会
を
代
表
し
会
員
を
統
合
す
る
。 

2. 

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
会
長
に
事
故
が
あ

る
と
き
は
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。 

3. 

各
々
の
会
員
は
、
会
の
運
営
が
円
満
に
い
く

よ
う
、
任
務
を
適
切
に
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

第
9
条 

役
員
の
任
期
は
2
年
と
す
る
。
た
だ
し
再
任
を
妨

げ
な
い
。 

 



 

 
第
五
章 

第
10
条 

本
会
の
会
合
は
次
の
通
り
と
す
る
。 

 
 
 
 

1 

総
会
は
年
に
1
回
と
し
、
役
員
の
改
選
、
会 

 
 

計
の
承
認
、
活
動
報
告
そ
の
他
を
行
う
。 

 
 
 
 
 

 

但
し
、
会
長
及
び
役
員
が
必
要
と
認
め
た
時 

は
、
臨
時
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
。 

2 

役
員
会
は
会
長
が
招
集
し
、
予
算
案
・
決
算

案
を
審
議
決
定
並
び
に
活
動
に
つ
い
て
の
協

議
執
行
す
る
。 

第
11
条 

会
議
の
議
決
は
出
席
者
の
過
半
数
の
賛
同
に
よ

る
も
の
と
す
る
。 

第
12
条 

本
会
に
事
務
局
を
置
き
、
下
記
の
業
務
を
行
う
。 

1 

総
会
及
び
役
員
会
の
決
議
事
項
の
実
際
的
運

営
。 

2 

予
算
案
及
び
決
算
案
の
作
成
と
総
会
へ
の
報

告 

3 

日
常
業
務
及
び
会
計
業
務 

 

第
六
章 

第
13
条 

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
4
月
1
日
に
始
ま

り
翌
年
3
月
31
日
に
終
わ
る
も
の
と
す
る
。 

第
14
条 

本
会
の
経
費
は
会
費
及
び
寄
付
金
を
以
て
こ

れ
に
充
当
す
る
。 

第
15
条 

本
会
の
会
費
は
千
円
と
し
、
総
会
の
時
納
入
す

る
も
の
と
す
る
。 

附
則 

第
16
条 

本
会
則
の
改
廃
は
総
会
の
決
議
に
よ
る
も
の
と

す
る
。 

第
17
条 

本
会
則
は
平
成
9
年
10
月
26
日
よ
り
実
施
す
る
。 

 

                             

 

スナック 

vれもん亭x 
電話 0997-22-1257 
西之表市西町７０８２－２Ｆ 

      

種子島西之表魚匠 

一条 
  種子島の西之表で新鮮な 

  魚や、地元の旬の素材でお

いしいお料理創作中 

電話 0997-23-1838 

   

種子島観光協会 
TEL 0997-23-0111  FAX 0997-23-0770 

URL  http://tanekan.jp 

http://www.city.nishinoomote.kagoshima.jp/furusato/top.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♨2016 年春 温浴施設開業予定♨ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 串・おでん・小料理・大小宴会 

     小料理 しろう 
何も専務取締まられ役 

勝 手 に し ろ う 
西之表市東町 24-6     

TEL 0997(23)1117     

代表者 牛 島 士 郎   

 

    

 

          

 

関
東
種
子
島
会 

会
長 

桑
山 

貢 
〒140-0002 

東
京
都
品
川
区 

東
品
川
３-

３-

３-

４
０
２ 

電
話 

０
３(
３
４
５
０)

０
９
１
２ 

株式会社東京ビジネスネットワーク 

TEL 03-5704-1456   FAX  03-5704-1457 

〒153-0042   東京都目黒区青葉台 2-21-9 

代表者  鮫嶋 純則 

 ぜひ観光で 

おいで下さい。 

お待ちしております。 

関
東
種
子
島
会 

副
会
長 

福
山
久
美
子 

東
京
都
荒
川
区 

西
尾
久
４-

２
５-

２-

８
０
１ 

電
話 

０
３(

３
８
１
９)

１
７
３
８ 

〒116-0011 

代表社員  荒木 靖子 

専務取締役 荒木 政臣 

この広告を目にした今がチャンス!! 健康寿命は自分の手で作り上げよう!! 

３大生活習慣病(癌、脳疾患、心疾患)と将来の認知症関係の予防と罹患前後のケアーに３年以上の発酵と２０年間の利用者からリピ

ートされている「マイクロ熟成エキス」によってつくられた「天彌商品の」一部をご紹介させて頂きます。 

どのような摂取方法でも、効果の良し悪しはありましても、副作用はありません。 

腸内の善玉菌達の必要とする物質が「究極の発酵」によって作り出されたこのエキスによって供給されます。又、このエキスは菌た

ちの「餌」として利用され、菌たちの活動をサポートする事が確認されています。 

飲用すると、菌たちの驚く程の活性化により、細胞群の新陳代謝で大腸内の清掃が行われます。便通が改善され、菌たちによって作

り出された体液があらゆる病巣を改善に向かわせます。２０年間の利用者の体験です。人には自然治癒力があり、免疫強化する事で発

揮されあらゆる病気が快癒に向かいます。その為には、自分の腸内の細菌叢のバランスを整える事が近道です。 

このエキスは、動植物の酵素に働きかける効果が確認されています。 

 

今回、「関東種子島会報」創刊号利用者様には、 

２商品共 30%割引(税、送料５００円別途)でお届け 

いたします。 

天彌 DX:定価１２０００円+税+送料(500 円) 

⇒１０個以上の購入は７０％＋税、送料無料 

発酵天彌酵素皇起:500cc15000 円+税+送料(500 円)1 ケース１２本入り 

⇒７０％＋税(送料無料) 

今回は、皆様に１個、１本から７０％＋税＋送料５００円でお届けします。 

天
彌
Ｄ
Ｘ 

発
酵
天
彌
酵
素 

皇
起 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   種子島の地焼酎 

 

   創業明治３６年（西暦 1903 年） 

  高崎酒造株式会社 
〒８９１－３１１１ 

   鹿児島県西之表市西町６９９３－１ 

   ＴＥＬ ０９９７－２２－０７０７ 

   ＦＡＸ ０９９７－２３－００３６ 

     ＨＰ http://www.taksakishuzo.com 

  

 

 

代表取締役 

小倉 新二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR 目黒駅西口 徒歩 1 分 

   特定非営利活動法人さいたま市鹿児島県人会 

顧問  さいたま市長      清水 勇人 

〃     元衆議院議員総務副大臣 今井 宏 

〃      弁護士    荒川 岩雄 

〃        埼玉県鹿児島県人会名誉会長 新徳 盛史 

〃       女子美術大学顧問     鳴川 洋一 

相談役     清水 源也 

参与 関東屋久島会会長   岩川 尚美 

理事長 竹之内 康一 

副理事長 南 健蔵 川畑 正邦 

理事 岩元 定幸 利根川 仁 西 良純 下園 典子 

〃   林家 種平 森 勝幸 吉竹 直行 稲村 浩子 

〃       小野寺安子 中迎 聡 赤井田 直幸 

監事 安田 昭夫 岩崎 和泉 

【事務局（株式会社竹之内工務店内）】 

事務局長 赤井田 裕樹 

住所 〒339-0036 埼玉県さいたま市岩槻区横根１０９０ 

ＴＥＬ 048-791-7371ＦＡＸ 048-791-7372 E-mail akaida@takenouti.co.jp 

 

 

第２回総会のお知らせ 

平成２７年１０月１２日（祝日） 

会場 浦和ワシントンホテル 

 

種子島の地元の店として、地元の安全で安心

な商品を積極的に食卓にお届けします。 

TEL 03-3490-3922 

品川区上大崎 2-25-5 

mailto:akaida@takenouti.co.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 12月 11日 種子島最大 108室を備えてグランドオープン！

24H ファミリーレストランジョイフル、男性専用サウナ付き大浴場、 

24H コインランドリー、最大約 30 名様対応 会議室、等を完備。 

シモンズ社製ベッドを使用！全館 WI-FI 対応！ 

〒891-3101  

西之表市西之表 16069 

TEL 0997-22-2000 

FAX 0997-22-2055 

http://www.nisikawa.net/lex-tane/ 

ＩＴ     で経費削減、業績アップ！

 

株式会社グリフィン 

〒１０１－００４８ 

東京都千代田区神田司町２－１３ 

ＴＥＬ ０３－５５７７－８８３３ 

ＦＡＸ ０３－３２９５－７１１１ 

http://www.griffin-net.co.jp 

代表取締役  上妻 英一 

 

       

 

ホテル・レクストン種子島 

http://www.griffin-net.co.jp/


会社案内

TEL

FAX 029-248-5377

URL http://www.cosmo-style.jp

E-MAIL home@cosmo-ac.co.jp

つくば営業所

TEL 029-852-5000

FAX 029-852-5077

代表取締役

〒310-0842

茨城県水戸市けやき台2丁目13番地2

029-248-5358（代表）

〒305-0033

茨城県つくば市東新井2-1 KMS・S2-403号

池田　勇夫　(茨城県在住鹿児島県人会会長)

いきいき未来へ



    

 

 

 

㈱竹之内工務店 
 

代表取締役 竹之内 康一 

（関東鹿児島県人会連合会大会運営委員長） 

 

型枠大工募集！ 
 

 

マンション工事 

グループ歓迎 見習い大歓迎 

              

 

 

 
 

 

 

本社  〒340-0815 埼玉県八潮市八潮 2-24-13 

ＴＥＬ 048-995-4125 ＦＡＸ 048-995-6483 

営業所 〒339-0036 埼玉県さいたま市岩槻区横根 1090 

ＴＥＬ 048-791-7371 ＦＡＸ 048-791-7372 

担当者 常務取締役 赤井田 裕樹 

  （関東鹿児島県人会連合会財務副委員長） 

 

 

 

 

 





５月２４日(日) 開催 
陽春のみぎり、益々ご清栄にてご活躍のこととお慶び申し上げます。 

さて、今年もまた恒例の関東種子島会を開く季節となりました。

下記のとおりご案内申し上げますので、お誘いあわせの上、大勢の方のご参加をお願い 

いたします。  

      

上の写真は、平成 26 年 5 月 28 日の総会の様子 

日 時 平成 27 年5 月 24 日(日) 11 時受付開始 12 時開会 

場 所 アジュール竹芝 

    東京都港区海岸 1丁目 11 番 2 号  TEL ０３（３４３７）５５６６ 

交 通 地下鉄大門駅 徒歩 10 分  JR 浜松町駅 徒歩 7分 

会 費 男性 8 千円  女性 5 千円  (学生半額) 

申込先 事務局長 竹之内 康一 

    TEL ０４８（９９５）４１２５  FAX ０４８（９９５）６４８３ 

    電話受付時間  <平日>  09:00 ～ 16:00   ※この時間は厳守願います。 

開会挨拶           経過報告        監査報告             さつまいもの歌 

桑山会長        竹之内事務局長      橋口会計監査   司会 小倉新二     牧本恵美子 
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